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(百万円未満切捨て)

１．令和７年３月期第１四半期の連結業績（令和６年４月１日～令和６年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

７年３月期第１四半期 1,634 19.5 21 - 112 - 72 -

６年３月期第１四半期 1,367 2.8 △114 - △20 - △21 -
(注) 包括利益 ７年３月期第１四半期 290百万円( 566.3％) ６年３月期第１四半期 43百万円( △72.9％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

７年３月期第１四半期 47.57 -

６年３月期第１四半期 △14.27 -

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

７年３月期第１四半期 7,703 5,015 65.1

６年３月期 7,232 4,727 65.3
(参考) 自己資本 ７年３月期第１四半期 5,015百万円 ６年３月期 4,727百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

６年３月期 - 0.00 - 0.00 0.00

７年３月期 -

７年３月期(予想) 0.00 - 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．令和７年３月期の連結業績予想（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

(％表示は、通期は対前期)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 - - - - - - - - -
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

現時点で合理的に判断することが困難であることから引続き未定としております。今後、連結業績予想への影響が適

正かつ合理的に算定することが可能となった時点で、速やかに公表いたします。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 -社（社名） - 、除外 -社（社名） -

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) ７年３月期１Ｑ 1,552,500株 ６年３月期 1,552,500株

② 期末自己株式数 ７年３月期１Ｑ 20,503株 ６年３月期 20,503株

③ 期中平均株式数（四半期累計） ７年３月期１Ｑ 1,531,997株 ６年３月期１Ｑ 1,531,997株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信(添付資料)2ページ

「(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（令和６年４月～令和６年６月）におけるわが国経済は、雇用・所得環境改善やインバ

ウンドによる消費増加などを背景に、景気は緩やかな回復基調を維持した一方、日米での金融政策に伴う為替相場は

円安の進行が止まらず、消費者物価上昇や人手不足等による経済への悪影響も大きく、さらにグローバルな地政学リ

スクの影響も続くことによる資源・資材価格の高騰やエネルギー価格の高止まりは続くなど、景気の先行きは不透明

な厳しい状況で推移いたしました。

世界経済は、先進国を中心に経済回復の動きが見られ企業業績は回復傾向にあるものの、世界的な金融引き締めは

続き、資源価格や原材料価格は高騰するなど景気の先行きは依然として不透明な状況が続いてまいりました。また、

長期化するロシアによるウクライナ侵攻の影響による景気の下振れリスク、不安定な世界情勢など先行き不透明な状

況で推移いたしました。

このような環境の下、当社及び連結子会社(以下、「当社グループ」)は、前期にようやく業績の立て直しが見られ

たことにより、これまで以上に顧客の要求に対応すべく製品等の販売や開発に注力してまいりました。

当社グループの当第１四半期連結累計期間の連結売上高は、円安の影響もあり前年同四半期に比べ２億67百万円増

収の16億34百万円となりました。

営業損益は、競合他社との価格競争が続く中、利益体質改善に注力してまいりましたものの、原材料等の価格高騰

を受け利益は圧迫され21百万円の利益 (前年同四半期は１億14百万円の損失）となりました。

経常損益は、円安の進行で為替差益86百万円を計上したことにより１億12百万円の利益 (前年同四半期は20百万円

の損失）となりました。

親会社株主に帰属する四半期純損益は、72百万円の利益（前年同四半期は21百万円の損失）となりました。

なお、当社グループの事業は、画像情報機器事業の単一セグメントであるためセグメントごとの記載を省略してお

ります。

（２）財政状態に関する説明

(資産の部)

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、77億３百万円となり前連結会計年度末の72億32百万円に比して

４億70百万円増加いたしました。

流動資産は、50億56百万円となり前連結会計年度末の46億11百万円に比して４億44百万円増加いたしました。

有形固定資産は、16億73百万円となり前連結会計年度末の16億42百万円に比して30百万円増加いたしました。

無形固定資産は、69百万円となり前連結会計年度末の64百万円に比して4百万円増加いたしました。

投資その他の資産は、9億4百万円となり前連結会計年度末の９億13百万円に比して8百万円減少いたしました。

(負債の部)

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、26億87百万円となり前連結会計年度末の25億５百万円に比して

１億82百万円増加いたしました。

流動負債は、17億４百万円となり前連結会計年度末の15億７百万円に比して１億96百万円増加いたしました。

固定負債は、９億83百万円となり前連結会計年度末の９億97百万円に比して14百万円減少いたしました。

(純資産の部)

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、50億15万円となり前連結会計年度末の47億27百万円に比して

２億88百万円増加いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループを取り巻く環境につきましては、第１四半期連結累計期間おいて国内外での企業間競争の激化や資源

価格の高騰や安定した部材調達の見込みなどから、引き続き今後の業績に大きく影響することが予想され、現時点で

合理的に算定することが非常に困難な状況にあるため、令和７年３月期の連結業績予想を未定としております。

今後、業績への影響が適正かつ合理的に予測することが可能となった時点で速やかに公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(令和６年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(令和６年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,781,113 1,776,843

受取手形及び売掛金 640,137 673,857

商品及び製品 1,022,680 1,312,920

仕掛品 44,873 118,152

原材料及び貯蔵品 926,821 929,068

その他 230,693 280,177

貸倒引当金 △34,350 △34,865

流動資産合計 4,611,970 5,056,153

固定資産

有形固定資産 1,642,739 1,673,598

無形固定資産

のれん 62,653 64,727

その他 2,304 4,866

無形固定資産合計 64,957 69,594

投資その他の資産

投資有価証券 279,494 291,461

その他 633,755 613,034

投資その他の資産合計 913,250 904,495

固定資産合計 2,620,947 2,647,688

資産合計 7,232,918 7,703,842
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(単位：千円)

前連結会計年度
(令和６年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(令和６年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 776,355 998,923

1年内返済予定の関係会社長期借入金 100,000 100,000

未払法人税等 56,933 37,162

賞与引当金 35,876 43,356

その他 538,396 525,087

流動負債合計 1,507,563 1,704,529

固定負債

関係会社長期借入金 400,000 400,000

役員退職慰労引当金 125,026 125,026

その他 472,574 458,291

固定負債合計 997,602 983,317

負債合計 2,505,165 2,687,846

純資産の部

株主資本

資本金 4,651,750 4,651,750

資本剰余金 298,864 298,864

利益剰余金 △225,200 △154,521

自己株式 △113,878 △113,878

株主資本合計 4,611,534 4,682,213

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 52,025 60,304

為替換算調整勘定 31,894 236,830

退職給付に係る調整累計額 32,297 36,647

その他の包括利益累計額合計 116,218 333,782

純資産合計 4,727,752 5,015,996

負債純資産合計 7,232,918 7,703,842
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 令和５年４月１日
至 令和５年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和６年４月１日
至 令和６年６月30日)

売上高 1,367,826 1,634,840

売上原価 952,799 1,016,521

売上総利益 415,027 618,319

販売費及び一般管理費 529,387 597,184

営業利益又は営業損失（△） △114,360 21,134

営業外収益

受取利息 922 3,346

受取配当金 1,102 1,117

不動産賃貸収入 7,449 12,037

為替差益 92,029 86,643

雑収入 588 300

営業外収益合計 102,091 103,446

営業外費用

支払利息 1,638 3,129

持分法による投資損失 3,094 3,924

不動産賃貸費用 3,507 4,907

雑損失 134 -

営業外費用合計 8,375 11,961

経常利益又は経常損失(△) △20,643 112,619

特別利益

固定資産売却益 - 556

特別利益合計 - 556

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失(△)

△20,643 113,175

法人税、住民税及び事業税 1,122 25,732

法人税等調整額 102 14,571

法人税等合計 1,224 40,304

四半期純利益又は四半期純損失(△) △21,868 72,870

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失(△)

△21,868 72,870
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 令和５年４月１日
至 令和５年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和６年４月１日
至 令和６年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失(△) △21,868 72,870

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,989 8,278

為替換算調整勘定 9,938 204,935

退職給付に係る調整額 48,530 4,349

その他の包括利益合計 65,458 217,563

四半期包括利益 43,590 290,434

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 43,590 290,434

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更に関する注記)

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適

用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の

四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

(セグメント情報等の注記)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 令和５年４月１日 至 令和５年６月30日）

当該グループの事業セグメントにつきましては、「画像情報機器」の単一セグメントであり重要性が乏しいため、

セグメントの記載を省略しております。

当第１四半期連結累計期間（自 令和６年４月１日 至 令和６年６月30日）

当該グループの事業セグメントにつきましては、「画像情報機器」の単一セグメントであり重要性が乏しいため、

セグメントの記載を省略しております。

(キャッシュ・フロー計算書に関する注記)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。
前第１四半期連結累計期間
(自 令和５年４月１日
至 令和５年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和６年４月１日
至 令和６年６月30日)

減価償却費

のれん償却額

27,716千円

1,885千円

28,242千円

2,117千円


